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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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３月27日（日）＝１、３面
桜島・火山のホームドクター

南大平洋のトンガ沖で海底火

山が大規模爆発を起こしてから
約２カ月が過ぎました。よく知
られているように日本も火山国

であり、活火山は１１１座にな
ります。活火山の地元で暮らし、
状況の変化を観測したり、住民
たちの防災に携わったりする研
究者は ｢火山のホームドクター｣
と呼ばれています。
鹿児島・桜島の「ホームドク

ター」は、京都大防災研究所・
火山活動研究センターの井口正

人センター長＝写真＝です。20
代から桜島観測の最前線に立っ
てから約40年が過ぎました。そ
の日々を「火山と対話してき
た」とも言います。地道な研究
に取り組んできた日々や、長年
抱き続けている火山学者として
の信念に迫ります。

３
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31
日
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（木）

３月29日（火）＝オピニオン面

3月29日（火）＝夕刊特集ワイド

＜ウクライナの栄光
も自由も未だ死なず＞。
ロシアの侵攻を受け、
ウクライナを応援しよ
うと世界各国で歌われ
ている曲、ウクライナ
国歌の冒頭部分です。
１８６０年代に作られ
たとはいえ、歌詞を読
むと戦火にさらされて

いる今のウクライナ国
民の心情を代弁してい
るように思えてきます。
ウクライナの伝統弦

楽器「バンドゥーラ」
のプロ奏者、カテリー
ナ・グジーさん（36）
＝写真＝や専門家を取
材し、国歌のルーツな
どを探りました。
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学校のクラス替えや
進学、就職など、子ど
もの生活が大きく変わ
る年度末を迎えていま
す。国の自殺対策基本
法は毎年３月を「自殺
対策強化月間」と定め
るなど対策を強化して

いますが、子どもの自
殺は高止まり傾向が続
きます。
自殺を防ぐために大

人はどうすればいいの
でしょうか。子どもが
出すＳＯＳをどう受け
止めたらいいのでしょ

うか。自殺予防対策に
取り組む識者に聞きま
した。

国歌に寄せるウクライナ人の心情

そこが聞きたい 「子どもの自殺予防」
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